
２０２５年３月２８日 

各  位 

株式会社 大垣共立銀行 

 

エム・ジェイホームへの 

「ＯＫＢポジティブインパクトファイナンス」の実行 

 

大垣共立銀行（頭取 林 敬治）は本日、株式会社エム・ジェイホーム（代表取締役 葛川 睦）へ

「ＯＫＢポジティブインパクトファイナンス（以下「ＰＩＦ」）」を下記の通り実行しました。 

ＰＩＦは、お客さまの事業活動が経済・社会・環境に与える影響を分析・評価し、特定された

ポジティブなインパクト（プラスの影響）の向上とネガティブなインパクト（マイナスの影響）

の緩和・低減に向けた、お客さまの取り組みをサポートする融資商品です。 

ＯＫＢ大垣共立銀行はこれからも、社会や環境課題の解決に資する取り組みを一層推進し、

地域循環型社会の担い手として、持続可能な地域づくりに貢献してまいります。 

記 

■本件融資の概要 

企 業 名 株式会社エム・ジェイホーム 

融 資 実 行 日 ２０２５年３月２８日（金） 

融 資 金 額 ５０百万円 

資 金 使 途 運転資金 

そ の 他 

・評価書 

https://www.okb.co.jp/assets/pdf/archive/2025/mj-home20250328.pdf 

・株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）によるセカンドオピニオン 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/sustainabilityfinance/index.html 

■株式会社エム・ジェイホームの概要 

代 表 者 代表取締役 葛川 睦 

所 在 地 滋賀県長浜市八幡東町９６－１ 

業 種 建築工事業 

ホームページ https://www.mj-home.co.jp/ 

＜企業のコメント＞ 

 

 

 

 

 
 

以 上  

 

 

当社は、２００５年１１月に産声をあげ、以来、地域やお客さまとの信頼関係を築きながら、不動産

の仲介・管理を主軸にさまざまな角度から皆さまの暮らしのサポートに取り組んできました。 

今後も不動産業界を取り巻く環境が激変するなか、変化をチャンスととらえ、主軸である

不動産の仲介・管理事業を核としながら、あらゆる事業機会を否定せず、新しい不動産ビジネス

をリードしていきます。 



■ＯＫＢポジティブインパクトファイナンスの商品概要  

お客さまの事業活動が経済・社会・環境に与える影響を分析・評価し、特定されたポジティブな 

インパクト（プラスの影響）の向上とネガティブなインパクト（マイナスの影響）の緩和・低減

に向けた、お客さまの取り組みをサポートする融資商品 

ご利用いただける方 法人のお客さま 

資 金 使 途 運転資金・設備資金 

融 資 金 額 ５０百万円以上 

融 資 形 式 証書貸付 

融 資 金 利 ＯＫＢ大垣共立銀行所定の変動金利または固定金利 

手 数 料 ＯＫＢ大垣共立銀行所定の手数料 

・本商品のご利用にあたっては、ＯＫＢ大垣共立銀行所定の審査があります 

【スキーム】

 

① ＯＫＢ大垣共立銀行とグループ会社の株式会社ＯＫＢ総研が、お客さまの事業活動が経済・社会・

環境に与える影響（インパクト）を分析・評価し、インパクト結果に基づくＫＰＩ（指標）

を設定します 

② ＯＫＢ総研がインパクト分析・評価結果を「評価書」として提供します 

③ 評価内容について、国際原則への適合性を確認するため、株式会社格付投資情報センター

（以下「Ｒ＆Ｉ」）からセカンドオピニオンを取得していただきます（費用はお客さまの

ご負担となります） 

④⑤融資を実行し、設定したＫＰＩについて、ＯＫＢ大垣共立銀行が定期的にモニタリングを実施

します 

本スキームは、Ｒ＆Ｉから、国連環境計画金融イニシアティブ（ＵＮＥＰＦＩ）が策定した

ポジティブ・インパクト金融原則に適合していることについてセカンドオピニオンを取得しています。 

【ＯＫＢの適合性に関するオピニオン】 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/01/news_release_suf_20230119_jpn.pdf 

以 上 

別 紙 


